
■故郷について■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 159 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：故郷について 2 文 

 

ａ．地域と故郷 

 

一昨年の年末、建築家のＩさんと上海を訪ねたのだが、その時はまだ買物は現金やカードで普通に出来た。とこ

ろが昨年の夏には、QR コード決済サービスが爆発的に普及し、すっかりキャッシュレスの環境が整ってしまっ

た。中国のインターネットが Google や Facebook などを排除したり、上海最大の本屋に中国語の本しか置いて

いないのを見て、完全に「中国語ワールド」的鎖国状態を作り上げている一方で、変化のスピードも猛烈だ。そ

んな全英語圏より巨大な 13 億人のマーケットで繰り広げられる中国人の若者たちの起業競争は、まさにし烈を

極めている。地方からやってきた若者がネット販売で成功すれば、一気に大金持ちになれるのが今の中国だ。だ

が、実際に成功を持続できるのはごく一部にすぎず、多くの若者たちは途中で資金が底をつき、夢破れて撤収す

る。そんな若者を取材したテレビ番組を見ているうちに、彼らはみな「ひとまず国に帰ります」と語るのが気に

なった。 

 

続きはこちら http://nanoni.co.jp/20180518-2/ 

 

ｂ．故郷と空き家 

 

故郷を辞書で引くと、「その人に、古くからゆかりの深い所。生まれ（育っ）た土地や以前に住み、またはなじん

でいた場所。」とあるが、僕は疑問を感じる。こうした場所を故郷と思う人がいるかもしれないが、これに当ては

まらない人もたくさんいる。つまり、これは故郷の説明であって、定義ではない。故郷を過去の側面だけで語っ

ており、その場所を故郷と呼ぶ理由にはなるかも知れないが、「故郷を大切にする」のような未来の議論は意味不

明だ。「大切な場所だから、大切にするのは当然だ」という説明では、どのようにすべきなのかまるで分らない。 

 

「大切にする」は、「無くならないようにする」という意味で使われることがあるが、それは保存を意味してい



る。建物や自然など、実体のあるものは保存が可能なので、偉人たちの生家やゆかりの場所は、世界中に数多く

残されている。だが、すべての人の故郷を残すことは不可能だし、そのことに何の意味も感じられない。つまり、

故郷だから大事なのでなく、偉人にゆかりがあったことに価値がある。もしも全ての人にとって故郷が大切だと

したら、それはなぜなのか。 

 

続きはこちら http://nanoni.co.jp/20180520-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：名栗の森オーナーシップクラブ 5 月例会  

 

名栗の森オーナーシップクラブでは、毎月第 4 日曜日に例会を開催します。 

今回は 3 月に引き続き、「平地の整備＋カフェごっこ」と題して森の入り口付近で軽作業を行いたいと思います。 

 

参加ご希望の方は参加ボタンをポチッと押して、コメントもお書き添えください。 

 

■５月例会 

日時：5/27(日) 10 時 

集合：辻村屋保全山荘 埼玉県飯能市下名栗 1111-2 

費用：一般 2,500 円、会員及び同伴者無料 どなたでも参加できます。 

･･････････ 

内容： 

10:00 ミーティング 山荘にて（今後の活動予定について) 

11:30 昼食・近況報告 

12:00 名栗の森にて 整備作業 

15:00 解散 

装備：山林内での軽作業ができる服装、軍手、石を運ぶ袋、筆記用具、お弁当 

 

･･････････ 

必要な機材や、現地での場所づくりなど、事前の計画や依頼事項など、情報交換は掲示板 

https://www.facebook.com/groups/naguriforest/ 

の方に気軽にコメントしてください。 

詳細は後日参加者にご連絡します。 

 

活動の詳細はこちら 

http://land-resource.org/naguri/ 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

オーナーシップクラブへの入会は、 

持ち主の仲間になることを意味します。 

家族や団体で入会すれば、 

年会費 3 万円で、メンバー何人でも、何回でも 



森を利用することが可能です。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

■事務局・連絡先  

名称 一般社団法人 日本土地資源協会  

住所 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

ＨＰ http://land-resource.org/ 

Mail post@land-resource.org (担当:松村) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）5/21 ○一級建築士定期講習のため、夜横浜で面談可 

（火）5/22 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）5/23 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）5/24 ○午後から笑恵館で面談可 

   17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

（金）5/25 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）5/26 ○終日笑恵館で面談可 

   12-18 時 ★地主の学校を語る会 

（日）5/27 ○休業日 

   10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5 月例会 

 

■その後のイベント 

6/02 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

6/03-4 ★黒部－立山旅行 

6/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

6/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

6/19-20 ★御宿グッドネイバーズ 

6/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

6/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


